
_ ａ

(_
あ　 い　 さ　 つ

姶良市と鹿児島市共同で整備を進めてきました、奥之宇都線宇都トン

鹿児島市長
下鶴　 隆 央

ネルが開通の運びとなり、大変喜ばしく存じます。

奥之宇都線幹線道路整備事業は、人口減少が急速に進行する中、新た

な人の流れを作り、地域経済の活性化に寄与するものであり、本市や姶

良市など４市で構成する「かごしま連携中枢都市圏」の圏域全体の浮揚

につながる取組のひとつでございます。

これまで、ご支援、ご協力を賜りました地域の皆様をはじめ、両市議

会や関係者の方ﾉﾏに心から感謝申し上げます。

本市といたしましては、道路、橋りょう、トンネルといった市民生活

の基幹となるインフラについて、長寿命化や計画的な点検・修繕を進め

るなど、引き続き人口減少時代においても持続可能なまちづくりに取り

組んでまいります。

結びに開通を迎えました宇都トンネルが、安全で円滑な交通を支える

道路として地域の皆様に末永く親しまれますとともに、両市間の交流を

さらに促進し、圏域全体の活性化に寄与することを祈念いたします。

事　 業　 概　 要

【事業目的】

宇都隨道は、鹿児島市と姶良市を結ぶ延長２４１ｍのトンネルで、幅員が狭く有効高さが

３．８ｍしかないため、大型車の離合が困難な状況でした。トンネル内のコンクリートは老朽化

が進み、ひび割れによる漏水が一部見受けられる状況にあったことから、道路交通の円滑化や

安全性の向上を目的に、両市が連携して新たなトンネルの整備を行ったものです。

【事業効果】

交通の円滑化及び道路環境の改善

開通により、大型車両相互の離合も容易となり、道路交通の円滑化が図られます。

また、周辺には、道路に近接して複数の事業所もあり、それらの出入りにおいても円滑

化か図られ、通行車両相互の安全性が向上するとともに道路環境が改善されます。

時間短縮効果・物流効率の向上

大型車両については、トンネルが狭磁であったため、迂回する場合もありましたが、

その解消が図られ、時間短縮や物流の効率化が期待できます。

トンネル内の歩行空間の確保

歩行者の利用も兼ねた管理用通路を両側に設けているため、車道と分離した安全な歩行

空間か確保できます。

｡備 概 要

路　線　 名　 奥之宇都線( 両市とも同一路線名)

整 備 場 所　 鹿児島市東佐多町　～　姶良市蒲生町下久徳

７９８ｍ( 鹿児島市５０３ｍ　姶良市２９５ｍ)
全 体 延 長　　トンネル部　２７２ｍ(鹿児島市１３３ｍ　姶良市１３９ｍ)

取付道路部　５２６ｍ(鹿児島市３７０ｍ　姶良市１５６ｍ)

幅　　　 員　　トンネル部　８.５ｍ(車道６.０ｍ　２車線　路肩両側０.５ｍ 管理用通路両側０.７５ｍ)
取付道路部　８.０～了｡５ｍ(車道６.０ｍ　２車線　路肩両側1.０～０,７５ｍ)

総 事 業 費　 総額概算１９億９千万円( 鹿児島市１０億了千万円　姶良市９億２千万円)

事 業 期 間　 平成２５年１２月　～　令和３年３月

姶良市長
湯 元　 敏 浩

奥之宇都線宇都トンネル開通を迎えることができ、心からお祝い

したいと思います。

今回開通したことに伴い、鹿児島市と姶良市の物流と人流がさら

に盛んになり、経済の活性化と観光交流人口の増加に大きな期待が

かかります。ひとえに市民の皆様をはじめ、関係機関の方ﾉﾏのご尽

力の賜物であり、心より感謝申し上げます。

本市は、特に子育て世代の方ﾉﾏに多く住んでいただき、活気のあ

るまちに成長しておりますO そのような中、鹿児島県版「住みここ

ちランキング２０２０」で高評価をいただきました。私たちは、これ

に慢心することな＜宇都トンネル開通により更に住みやすいまちへ

とステップアップし、さらなる高みを目指して、まさに住んでいる

皆さんが「心地いい」と思えるようなまちであり続けたいと思いま

す。
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平成 ２５ 年度

２６ 年度

２７年度

２８年度

２９年度

３０年度

令和元年度

２年度

地質 調査（ポ ーリ ング調 査など）

測 量設計（トン ネル・取 付道路）

事業用 地取得

事業用 地取得

照明 設備設計、 事業用地 取得

坑口 取付道路工 事、 地盤 改良工事

トン ネル本体工 事着手

トン ネル本体工 事完成

トン ネル内工 事（ 側溝・ 舗装・照明 ）

取 付道路工事、 開通

トンネル標準断面図
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